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イノベーションの創出による健康未来の実現

開発パイプライン （2025年8月7日現在）

Phase1 Phase2 Phase3 申 請

難病・
希少疾患

血液がん

循環代謝系

泌尿器
婦人科

グローバル開発品目

★●CAP-1002
デュシェンヌ型
筋ジストロフィー心筋症

★●RGX-121
ムコ多糖症Ⅱ型

★NS-065/NCNP-01＊
デュシェンヌ型
筋ジストロフィー

★●CAP-1002
デュシェンヌ型
筋ジストロフィー

★ZX008
CDKL5欠損症

GA101
●ループス腎炎
●小児特発性ネフローゼ症候群
●腎症を伴わない
 全身性エリテマトーデス

★NS-917
再発・難治性
急性骨髄性白血病

★LY3527727
●マントル細胞リンパ腫
●慢性リンパ性白血病

★NS-401
芽球性形質細胞様
樹状細胞腫瘍

NS-863
循環代謝系疾患

NS-304
閉塞性動脈硬化症

NS-025
泌尿器疾患

NS-580
●慢性前立腺炎/慢性骨盤痛症候群   ●子宮内膜症

●NS-050/NCNP-03
デュシェンヌ型
筋ジストロフィー

★●ATSN-101
GUCY2D遺伝子変異型
レーバー先天性黒内障

★●RGX-111
ムコ多糖症Ⅰ型

★●NS-089/NCNP-02
デュシェンヌ型
筋ジストロフィー

★NS-229
好酸球性多発血管炎性
肉芽腫症

研究開発

　メディカルアフェアーズのミッションは、アンメットメディカルニーズ＊を特定し、それを充足させるための医学・科学的なエビデ

ンスを構築し、医療関係者や患者さんへ情報発信することです。すべての患者さんへ最適な医療を届けるため、自社医薬品の医

療上の価値を最適化し、患者ベネフィットの向上に貢献することを目指しています。そのため、既存治療や診断の状況など対象疾

患に関する課題や、治験情報だけでは補いきれない自社製品に関する情報を、医科学の専門家や患者団体との交流、各種調査

を通じて収集しています。収集した情報を基にメディカルプランを策定し、それに沿ってエビデンス創出活動や疾患啓発活動を

行っています。

＊アンメットメディカルニーズ：医療関係者や患者さんにとって十分に満たされていない医療ニーズのこと。例えば、いまだに有効な治療方法が見
　つかっていない病気に対するニーズや新しい治療薬や治療法のニーズなどが挙げられる。

メディカルアフェアーズ

　当社グループでは経営理念の実現に向けて新たな創薬モ

ダリティへの挑戦やグローバル化を掲げています。これらを

推進する上で知的財産が重要な役割を担うことを認識し、

その保護と活用を通じて自社事業の優位性を強化し、継続

的な企業価値向上を図っています。また第三者の権利調査

による知的財産リスク管理を徹底しています。

 研究開発活動と知的財産
　研究の早期段階から知的財産部門と研究開発部門が連

携し、自社で創製される医薬品や機能食品を複数の特許で

多面的かつ戦略的に保護しています。また、社内委員会にお

いてグローバルな研究開発戦略や事業戦略を強固にするた

めの特許ポートフォリオの構築と活用を検討しています。

知的財産の把握と分析
　中長期的に自社に重要になると想定される技術分野を中

心に特許動向調査や競合の知的財産分析を行い、早期の知

的財産リスク管理のほか、研究開発戦略や事業戦略に活用

しています。さらに、自社製品とその周辺を保護する知的財産

の分析を行い、戦略的ライセンスを含む自社研究開発や事業

拡大の機会創出を図っています。

商標による信用・ブランド構築
　自社で創製される医薬品や機能食品に応じた適切な製品

名を決定し、それらを商標権で保護することにより、信用・ブ

ランド構築を図っています。

知的財産

　治療を最適化するためのエビデンスを創り出す活動とし

て、自社医薬品における非臨床研究、臨床研究、データベー

ス研究、レジストリ研究などのさまざまな研究に取り組んで

います。いくつかの研究成果については、学会発表や論文投

稿にて公表しました。また、患者団体との協働を進め、血液

がんや筋ジストロフィーに関する市民公開講座の開催や、

患者さんの声を聴き社会に届けるための企画などを実施し

ました。これからも患者さんを想い、そして患者さんの意見

を取り入れた医薬品開発に取り組んでいきます。

患者さんのために

　当社では「探索薬効部門は誰もが当たり前に新規研究

テーマ起案を行う文化を醸成する」という方針のもと、「全

員起案」に取り組んでいます。新規研究テーマの起案は創薬

の出発点であり、これが滞ると研究開発パイプラインは拡充

できません。「全員起案」は、起案業務を特定の研究員のみ

に任せるのではなく、探索薬効部門に所属するすべての研

究員が年に一度は、アイデアの創出に挑戦する取り組みで

す。研究員の年齢層や技術、経験には差がありますが、創薬

の根底にある「困っている患者さんを助けたい」「自分たちの

手で薬を届けたい」という想いは皆同じです。そこで、経験が

浅い研究員でもその想いを実現できるように、起案からテー

マ推進までをマネジメントする部門を設置し、アイデア創出

を支援しています。また、起案に必要な検討項目をリスト化

し、それを埋めることでおのずと起案に到達できる仕組みを

構築しています。多様な人財がいるからこそ生まれる多様な

アイデアによって「独自性」を追求し、互いに切磋琢磨しなが

ら「世界に通用する新薬」の創製を目指しています。

全員起案

★オーファンドラッグ　　●小児希少疾患

日本新薬とは 価値創出ストーリー 価値創出への取り組み ガバナンス コーポレート・データ

＊2020年より日米で発売開始




